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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】イヤホンの装着位置を修正することなく、最適
な状態で音声が聞けるようにした眼鏡装着型イヤホンを
提供する。
【解決手段】イヤホン本体１と眼鏡耳掛け部２とを連結
する部材３とからなる構造とし、連結部材３は両端部を
有し、端部はイヤホン本体と結合し、他の端部は眼鏡耳
掛け部２に装着するクリップ機構を備え、クリップ面４
は凹形状の如き、装着状態で取外すことなく簡単に位置
の修正が出来る構造からなるイヤホンとする。
【選択図】図１



(2) JP 3143081 U 2008.7.10

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
音声を聞くためのイヤホンであって、眼鏡の耳掛け部に装着する構造を備えた耳穴を覆う
形式の眼鏡装着型イヤホン。
【請求項２】
請求項１であって、左右いずれか一方の耳だけで使用する眼鏡装着型イヤホン。
【請求項３】
請求項１であって、クリップ機構で眼鏡の耳掛け部に装着する構造を備えた眼鏡装着型イ
ヤホン。
【請求項４】
請求項２であって、クリップ機構で眼鏡の耳掛け部に装着する構造を備えた眼鏡装着型イ
ヤホン。
【請求項５】
請求項３であって、眼鏡耳掛け部に装着した状態で眼鏡耳掛け部に沿ってイヤホンの装着
位置を修正できるクリップ機構を備える眼鏡装着型イヤホン。
【請求項６】
請求項４であって、眼鏡耳掛け部に装着した状態で眼鏡耳掛け部に沿ってイヤホンの装着
位置を修正できるクリップ機構を備える眼鏡装着型イヤホン。
【請求項７】
請求項５であって、クリップ機構の相対するクリップ面の少なくとも一方の面に凹部形状
を備える眼鏡装着型イヤホン。
【請求項８】
請求項６であって、クリップ機構の相対するクリップ面の少なくとも一方の面に凹部形状
を備える眼鏡装着型イヤホン。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
音波受信装置、或いは再生装置から音声を聴くために使うイヤホンであって、眼鏡耳掛け
部に装着する構造を具備するイヤホンに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
補聴器、携帯電話、ラジオ、イヤーホンプレーヤー等の音声を聴くためのイヤホンには、
耳穴へじかに嵌める形式と耳穴を覆う形式の二種類がある。後者の耳穴を覆う形式は、耳
に掛ける構造を採用している。このため眼鏡着用者がかかるイヤホンを使うとき、耳には
眼鏡の耳掛け部とイヤホンを構成する耳に掛け部とを着けなければならなかった。
【０００３】
非特許文献１の２５頁に、「イヤーレシーバー耳かけタイプ」の名称で耳掛け式イヤホン
の形態を示している。耳掛け部はイヤホン本体の中央上部に取付けられている。
【０００４】
非特許文献２の７頁に、「アームレスヘッドホン」の名称で、別の耳掛け式イヤホンの形
態を示している。耳掛け部はイヤホン本体の前側の上部に取付けられている。
【０００５】
【非特許文献１】ＳＯＮＹ　アクセサリー総合カタログ２００７秋号
【非特許文献２】Ｖｉｃｔｏｒ・ＪＶＣ　ＡＶアクセサリー総合カタログ２００５ｗｉｎ
ｔｅｒ
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
眼鏡着用者が耳掛け式のイヤホンを使う場合、次のような欠点があった。
【０００７】
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眼鏡着用者にとっては、眼鏡は鼻と左右の耳との三箇所を支点として動かないよう顔に最
適な状態で着用出来る構造になっているので、その着用中の違和感はない。
【０００８】
しかし、眼鏡を着用しながら、耳掛け式イヤホンを使う場合、耳には眼鏡の耳掛け部とイ
ヤホンの耳掛け部材との二つが着けられていることになるので、掛けた耳には違和感が残
存し、片耳だけに着ける場合はその違和感は一層に強いものがあった。眼鏡の着用者はこ
の違和感があるために心地よく音声を聴くことはできがたい状態にあった。
【０００８】
また、耳一つだけで支える耳掛け式イヤホンは動き易く、ずれ易すいので、ときどき、最
適な状態で音声を聴けるようにイヤホンの位置を直さなければならないという煩わしさが
あった。
【考案を解決するための手段】
【０００９】
イヤホン本体（１）と眼鏡の耳掛け部（２）とを連結する部材（３）を設ける。連結部材
（３）は両端部（３ａ）（３ｂ）を有し、端部（３ａ）はイヤホン本体（１）の連結箇所
（１ａ）の形状と結合できる形状とし、端部（３ｂ）は眼鏡の耳掛け部（２）に装着する
ためのクリップ機構を備える。クリップ面（４）は眼鏡の耳掛け部に装着していても取外
すことなく耳掛け部に沿って簡単に位置の修正が出来る凹形状等を有する形状とする。本
考案は以上の特徴を有する眼鏡装着型イヤホンとする。
【考案の効果】
【００１０】
本考案の眼鏡フレーム装着式イヤホンは、直接眼鏡に装着できるので、イヤホン使用時の
違和感は解消され、またイヤホンの装着位置の修正で感じる煩わしいさも解消できるので
、眼鏡を着用しながらでも心地よく音声を聴くことや、快適にオゥデオを楽しむことが出
来る。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１１】
以下、本考案の実施の形態を図面に基づき説明する。
【実施例】
【００１２】
眼鏡装着型イヤホンは、イヤホン本体（１）と眼鏡の耳掛け部（２）に装着する連結部材
（３）とで構成する。
【００１３】
連結部材（３）は両端部（３ａ）（３ｂ）を有し、一方の端部（３ａ）は本体（１）に備
わる取付け部（１ａ）と嵌め合い、ネジ締結などで結合した形態とし、もう一方の端部（
３ｂ）は眼鏡の耳掛け部（２）をそのどの位置においても装着・脱着可能なクリップ機構
（４）を備える構造とする。
【００１４】
クリップ機構の眼鏡耳掛け部（２）を挟むクリップ面（４ａ）には少なくともいずれかの
一方には、眼鏡の耳掛け部（２）にイヤホンを装着した後、イヤホンを取り外すことなく
眼鏡の掛け部（２）に沿って前後に動かして、簡単にイヤホンの位置の修正ができるよう
に、眼鏡の耳掛け部（２）が嵌る凹形状部（４ｂ）を備える。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本考案の実施形態に係る眼鏡耳掛け部への装着状態を示す斜視図である
。
【図２】図２は、本考案の実施形態に係る正面図である。
【図３】図３は、本考案の実施形態に係る側面図である。
【図４】図４は、本考案の実施形態に係るクリップ機構におけるクリップ面の断面状態を
示す図である。
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【符号の説明】
【００１６】
１・・・イヤホン本体
１ａ・・・本体側の連結部材との取付け部
２・・・・眼鏡の耳掛け部
３・・・連結部材
３ａ・・・連結部材端部（イヤホンと結合する側）
３ｂ・・・連結部材端部（クリップ機構を有する側）
４・・・クリップ機構
４ａ・・・クリップ面
４ｂ・・・凹形状部

【図１】 【図２】
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